

















が大国主とな 過程は、八上比売や須勢理毘売との神婚 達成という形で説かれる。八千矛神の国作りに関わ 四首の歌謡は、大国主神がウシハク神として最も輝かしい場面を提示するはずである。吉田修作氏は 「神語」
 





と関連付けるために、八千矛神の歌謡表現には後の伏線とな 描写が取り入れられ、意識的な構成がなされているように思われる。古事記は統一した様式・規範で出雲を含む世界の秩序を記述しようとしているが、ウシハク神にすぎず、天孫 国譲りをし 出雲に「今に至るまで鎮まり坐す」
 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平氏はこれらの歌について、 「お互い 求め合いながら、なかなか逢えない情景がほのみえている。……心惹かれながらも逢え い状態を示しているのではない
か
6。 」と指摘する。これらの用例中、一、二番目は潮や波の





























県の稲吉田遺跡や佐賀県川寄吉原遺跡からも出土してい 。鳥舞をして「魂ふり」をする人物かともいわれている。鐵井慶紀氏は、 『周礼』に見られる羽舞について、 「 根は社稷、宗廟、四方 請雨 星辰 祭祀にあたり、舞踊を通じて重要な宗教的意味 帯びてい
9」とする。八千矛神の所



























































































































































































































































































































































































































































































































































るべきであり、その特殊性は「適后」 対応す 称 して、倭の支配者像としておさえられるべきであろう。 「ヒコヂ」は中巻の「天皇」にあたる葦原中つ国の正統な支配者を指すものというべきだろ
う
21。 」と指摘する。




































































本福寿氏は「神語」の意義について、 「適后」 嫉妬の心をもたない后妃の徳をそなえた女性であり、当初望みとした「賢し女」という「理想の女性ばかりか、それにも優る賢徳具備の適后をみずから 手腕によってついに得たことになる。この適后との和親、そ による子孫衆多」 、 神語系譜への展開 続く国造り 治国を描いた 治国の前提 それを準備する役割を担う
23」と指摘する。天孫を含め配偶者と 破綻が多い上巻の婚姻譚






















喩えられ 天皇 詠ま 天皇と和解し、奴理能美から蚕を献上され、宮廷養蚕の主催者となる皇后の起源が石之日売に結びつけられる。反乱制圧後の豊楽では、石之日売は礼を重んじ「あるべき君臣の秩序を保つ」「仁徳天皇にふさわしい皇
后
24」として描かれる。石之日売は仁徳天皇の皇































 故、其の父の大神、其の聟夫を問ひて曰ひしく、 「今旦 我が女が
語る
を

































































これらの用例を分析し、藤井氏は「芸能的なカタリ、説得や使嗾、できごとや とのしだいの説明・報知、発問、カタラヒ」などに分類し、 「 「語る」は相手を動かさずにはいられない力のこもった言語活動としての発言行為
25」と捉える。山田氏は「語る」の内容が「モノローグ的な内容に限ら









な提示によって引き起こされるとした指摘は卓見である。これらの用例は、語る者が語りかける相手に対して親和性を有するものの、語る者と語りかけられ は相反する立場にあり、語 いう働きかけにより同一状況を共有させることで、語る者の方向や考え、立場に相手を導こうとしている。ａは、国作りの継続を求め 伊耶那岐命に対して、黄泉戸喫をした伊耶那美の帰還は不可能なのだが 状況を打開する行動に相手を向けさせるも、両者は離別することに る。ｂは天の使いの鳴女の声は聞くべき正当なものだが、それを天佐具売は悪しき声として否定し、天つ神から派遣されながらも葦原中国を手に入れようとする天若日子に鳴女を殺 せ 。ｃは大国主神と事代主神 親子で、葦原中国を共に領有す 存在であるが、事代主は 譲りを勧めて身を隠し、大国主に 譲りを決断させる。ｄは三年間円満に営まれていた結婚生活に、火遠理命 嘆きによってかげりが兆し父に娘が不安を向ける。火遠理命も異郷での穏やか 結婚生活とは逆の対処すべき現実世界の憂いに囚われる。海神に苦境を打ち明けその助力を得て、火遠理命は火照命に打ち勝つ。ｅ 矢河枝比売は木幡 道衢で求婚された相手が天皇であること 思 至らないが、娘の詳細な説明によって父親は天皇と娘の結婚を準備し、婚姻によって宇遅能和紀郎子が誕生 。ｆは仕丁の告げ口と倉人女の注進によって豊楽を執行すべき 后を、御綱柏を投棄し出奔させ宮中祭祀放棄 向かわせる。ｇは天皇 媒として訪れた速総別に対 て女鳥王は求婚拒否を伝え 仁徳天皇の側から自分の側に速総別を取り込み反乱を起こす。ｈは倭国でこれまで起こらな った奇事は、世の長人である建内宿禰もはじめての経験 あること 説き、祥瑞として天皇の御代が言祝がれる。ｉは履中 忠誠を示すため 、墨江中王に仕えていた曾婆訶理を寝返らせ自分の大臣にすると欺いた水歯別命が
曾婆訶理を信用させて殺し、その働きによって履中天皇は水歯別の忠誠を信じる。水歯別は後に反正天皇として即位する。ｊは大日下王を殺害してその妻長田大郎女 皇后とした安康天皇が、皇后が前夫を忘れられず天皇を恨んでいるだろうと察して、自分への気持ちを確かめようと向けた言葉である。いずれも、 「語り」を契機として相手の行動が起こされるが、物事が予定調和的にはおさまらず、事件や事態が思わぬ方向に展開し結末を迎える。ｆは冒頭のＢに全文を引用したが 吉備の児島仕丁はまず「天皇は、此日八田若郎女に婚ひて、昼夜戯れ遊ぶ。 」 いう事実を語る。次に周知されてい 石之日売の「嫉妬すること甚多し。故、 の使へる妾は、宮の中を臨むこと得ず。言立つれば、足もあがかに嫉妬しき。 」 性状を刺激するかのようにたたみかける。天皇の黒日売への御歌を聞いて「大きに忿りて、人を大浦に遣し、追ひ下して、歩より追ひ去」った大后は自分の留守中を狙った 「八田若郎女に婚ひて 昼夜戯れ遊ぶ」天皇に誇りを傷つけられ 。しかも天皇の行為がすで 宮廷内か 下級身分の者にも知れわたっており、盲点を突かれるように「若し大后は此の事を聞こし看さぬか、静かに遊び幸行す」と第三者に事実 突きつけられるこは耐えがたい。挑発的な仕丁の語りは大后の反応を十分 予想 た のであろう。倉人女はこの言葉に され 慌てて「此の語る を聞 て 即ち御船に追ひ近づきて、白す状、具に仕丁の言の如し。 」と仕丁の語りの内容を一言も違うこと無く再現し、声音や口調表情も思い浮かぶように石之日売に伝えたのであろう。それ故大后は「大きに恨み怒り 、其の御船に載せたる御綱柏をば、悉く海に投げ棄てき。 」という行動に走っ と思われる。斉藤英喜氏は「イハノヒメが仁徳とワキイラツメとの関係を知るために設定され 、吉備国の児島の仕丁→倉人女→イハノヒメという
─ 14 ─
















































































































的には天の果てからアヅマ・ヒナを経てヤマトの宮の槻の木の下にいたるひろがりを凝縮し 今ここで起こったこの出来事について、さらにこれから先の世々 わたっても語り継がれてゆく とになるだろう、とその射程を未来に向けて延伸するのがこの結句であ
た
35」と主張する。 「語り言」









存在理由や価値が語られる。 を景行 時代の歌 景行 皇の時代






理毘売の関係は歌謡を通して破綻させない描き方がされ、それは下巻の仁徳と石之日売、雄略と若日下部王 天皇と皇后のあり方 通じ 。古事記は八千矛神と仁徳・ 天皇 繋ぐ意図的な構想を有していよう。谷口雅博氏 、 「 「八千矛神」とは「宇都志国主神」即ち現実につながる 青人草のいる世界の主 なれと言われた事柄を実現する役割 担っていたのではないか。つまり『古事記』は、八千矛神という存在に、ある面にお は理想の支配者像
（天皇像）
を投影しようとしていたということになるので

































歴史の転換点を語る。神話と歴史と現実の物語 歌謡 中に等価値で示され過去・現在・未来が交錯し、雄略記は新嘗祭祀 場・時間と空間の重層を可能にする。殺される危機を転換する返答、婇 歌に賛意を示した大后






















































































































雄略天皇の「そらみつヤマト」の王者成立 物語である。 」とし、 長谷の百枝槻の豊楽」はヤマトの東西南北の四周を確定した 雄略大王 実質的即位儀礼」
 
であったと捉えている。
＊引用テキストは、古事記・日本書紀・風土記・万葉集は新編日本古典文学全集
　
小学館、大殿祭祝詞は日本古典文学大系
　
岩波書店、倭名類聚抄は諸本集成倭
名類聚抄本文篇
　
臨川書店、淮南子（淮南子
　
上） 、孔子家語、文選（文選（詩
賦）下）は新釈漢文大系
　
明治書院による。春秋後語は「中國哲學書電子化計
劃」サイトの『漢魏遺書鈔』を参照し、太平御覧の文淵閣四庫全書
　
台湾商務印
書館を参照した。讀曲歌は中國古典文學基本叢書
　
樂府詩集
　
中華書局による。
＊本稿執筆に当たり、松田稔先生、田熊信之先生、須永哲矢先生にご教示を賜っ
た。記して感謝申 上げる。 
（からすだに
　
ともこ
　　
日本語日本文学科）
9鐵井慶紀「古代中国に於ける鳥の聖視観について」 『民族学研究』第四一巻二号
　
一九七六年九月10前掲書
6
11梶川信行「
「神語り」の形成（上） 」 『語文』第六十輯
　
一九八四年六月
12折口信夫「国文学の発生（第四稿）唱導的方面を中心として」 『折口信夫全集
　
第一巻』中央公論社
　
一九六五年一一月
13青木紀元「いしたふやあまはせづかひ」 『日本神話の基礎的研究』風間書房
　
 
一九七〇年三月14西郷信綱『古事記注釈
　
第二巻』平凡社
　
一九七六年四月
15居駒永幸「八千矛神の婚歌―〈あま 〉をめぐって」 『古代の歌と叙事文芸史』笠間書院
　
二〇〇三年三月
16武井睦雄「ふたつの「あまはせづかひ」―
補助動詞「たまふ」の用法から見た
る―」 『上代文学論叢・論集上代文学
　
第八冊』笠間書院
　
一九七七年一一月
17山田純「
「鷦鷯」という名の天皇―
鳥名と易姓革命―」 『日本書紀典拠論』新典
社
　
二〇一八年五月
18土橋寛『古代歌謡全注釈
　
古事記編
』角川書店
　
一九七二年一月
19森朝男「景としての大宮人」 『古代和歌と祝祭』有精堂出版
　
一九八八年五月
20小田勝『実例詳解古典文法総覧 和泉
　
二〇一五年四月
21大内清司「 『古事記』における「ヒコヂ」の語義をめぐって 名古屋大学『国語国文学』六一
　
一九八七年一二月
　（大内氏引用の『注解』は神野志隆光氏・山
口佳紀氏『古事記注解
4　
上巻その三』笠間書院
　
一九九七年六月）
22瀬間正之「
「賢し女」という表現―
記載文学としての八千矛神歌謡―」 『菅野雅
雄博士古稀記念
　
古事記・日本書紀論究』おうふう
　
二〇〇二年三月
23榎本福寿「八千矛神の未遂の恋をめぐる歌と解釈」 『古事記年報』五十
　
二〇
 
〇八年一月24山口佳紀
　
神野志隆光
　
校注・訳『新編日本古典文学全集
　
古事記』小学館
　
一九九七年六月25藤井貞和「古代文学における「語り」―『古事記』の事例から― 上 文学』第四十九号
　
一九八二年一一月
26山田直巳「語りの基層―
そのモノローグ的表出について―」 『上代文学』第四十
九号
　
一九八二年一一月
27森昌文「
〈カタル〉の用法・試論―
古事記の用例を主として―」 『古代研究』第
